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➢ UiPath Automation Suite v2021.10.3 
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1. はじめに 

 

⚫ 本文書では UiPath Automation Suite v2021.10 をシングルノード構成、オンライン環境 (アウトバウンド

へのインターネットアクセス可能な環境) にてインストールする手順について説明します。 

⚫ Automation Suite 上で動作する各製品・各バージョンにおけるサポート期間については プロダクトライ

フサイクル をご参照ください。 

⚫ 本文書を参照するにあたり下記の事項が前提知識となります。 

➢ UiPath Automation Suite の概要 

➢ Automation Suite をインストールする基盤 (AWS / Azure / VMware vSphere など)の概要と基本操作 

➢ Red Hat Enterprise Linux (RHEL) の概要と基本操作 

➢ SQL Server の概要と基本操作 

⚫ 本文書では SSH クライアントとして Tera Term を使用しておりますが、他のソフトウェアも利用可能

です。SSH クライアントでのコマンド実行は次のように表記します。 

 
chmod +x installUiPathAS.sh 

  

https://docs.uipath.com/overview-guide/lang-ja/docs/product-lifecycle
https://docs.uipath.com/overview-guide/lang-ja/docs/product-lifecycle
https://www.uipath.com/product/automation-suite
https://www.uipath.com/product/automation-suite
https://ttssh2.osdn.jp/index.html.ja
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⚫ Automation Suite の全体的なシステム構成は次の通りです。 

➢ シングルノード構成では Automation Suite と SQL Server をそれぞれインストールするために 2 台の

サーバー(AP サーバーと DB サーバー)を準備します。 

➢ 例として AWS 環境における構成図の一例を下記に示します。AP サーバーには EC2 インスタンス 

(RHEL)、DB サーバーには RDS for SQL Server を利用し、管理アクセスのために踏み台サーバーとし

て EC インスタンス (Windows Server) をホストしています。 

 

 
 
 

➢ 本文書においては AP サーバー1 台で Server Node (クラスター管理サービスを提供するノード) と

Agent Node (UiPath 製品サービスを提供するノード)を共存させるシングルノード構成を前提としま

す。機能要件・非機能要件に応じて Server Node や Agent Node を追加することも可能ですが、本

文書では取り扱いません。展開方式の詳細については デプロイアーキテクチャ をご参照くださ

い。 

➢ AP サーバーのクラスターDB のバックアップのために NFS サーバーが別途必要となりますが、本

文書では割愛いたします。詳細は クラスターをバックアップおよび復元する をご参照ください。 

⚫ 本文書では例として次のドメイン名 / FQDN (完全修飾ドメイン名) を使用します。環境に応じて適宜読

み替えを行ってください。ただし Azure 環境では既定の cloudapp.azure.com サブドメインを使用しま

す。 

➢ ベースドメイン名: lab.test 

➢ Automation Suite (AP サーバー) FQDN: as.lab.test 

  

AP サーバー 

DB サーバー 

踏み台サーバー 

https://docs.uipath.com/automation-suite/lang-ja/docs/deployment-architecture-and-installation-best-practices
https://docs.uipath.com/automation-suite/lang-ja/docs/backing-up-and-restoring-the-cluster
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⚫ システム要件の詳細は Web ガイドを参照してください。 

➢ ハードウェア要件  

➢ ファイアウォール要件 

⚫ システム要件はインストールする製品群 (ベーシック・完全) によって異なるため、利用する製品を事

前検討します。 

製品 ベーシック 完全 

Orchestrator 〇 〇 

Action Center 〇 〇 

Test Manager 〇 〇 

Insights 〇 〇 

Automation Hub 〇 〇 

Automation Ops 〇 〇 

Apps × 〇 

AI Center × 〇 

Document Understanding × 〇 

Task Mining × 〇 

 

⚫ また AP サーバーがインターネット接続可能 (オンライン) か接続不可 (オフライン) かによってもハー

ドウェア要件が異なるためネットワーク構成も事前に検討します。これらの組み合わせによるシステ

ム要件の違いは下記表の通りです。ベーシック・オンラインをベースとした差異を赤字で示します。  
オンライン オフライン 

ベーシック ・vCPU 16 コア 

・RAM 32 GiB 

・Disk1(クラスター用): 256 GiB 

・Disk2(データ用): 512 GiB 

・Disk3(etcd 用): 16 GiB 

・vCPU 16 コア 

・RAM 32 GiB 

・Disk1(クラスター用): 256 GiB 

・Disk2(データ用): 512 GiB 

・Disk3(etcd 用): 16 GiB 

・Disk4(オフラインインストール用): 512 GiB 

完全 ・vCPU 32 コア 

・RAM 64 GiB 

・Disk1(クラスター用): 256 GiB 

・Disk2(データ用): 2 TiB 

・Disk3(etcd 用): 16 GiB 

・vCPU 32 コア 

・RAM 64 GiB 

・Disk1(クラスター用): 256 GiB 

・Disk2(データ用): 2 TiB 

・Disk3(etcd 用): 16 GiB 

・Disk4(オフラインインストール用): 512 GiB 

 

⚫ 各ディスクには IOPS の要件があります。詳細はハードウェア要件をご参照ください。 

⚫ キャパシティ計算ツールにてインストールする製品や利用用途に応じて必要なハードウェアをシミュ

レーションすることもできます。 

https://docs.uipath.com/automation-suite/lang-ja/docs/automation-suite-hardware-requirements
https://docs.uipath.com/automation-suite/lang-ja/docs/configuring-your-firewall-for-automation-suite
https://docs.uipath.com/automation-suite/lang-ja/docs/automation-suite-hardware-requirements
https://docs.uipath.com/automation-suite/lang-ja/docs/capacity-planning
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⚫ Automation Suite には次のインストールオプションがあります。事前にどのオプションを使用するか検

討し、オプションに応じたマシン等を準備します。 

➢ デプロイメント構成 

 Single-node: 1 台の AP サーバーで Server Node (クラスター管理サービスを提供するノード) を

ホストします。Agent Node (UiPath 製品サービスを提供するノード) を共存させることも可能

ですが、サーバーリソースが 1 台で収まらない場合や GPU 機能を必要とする製品サービスを

利用する場合には専用の Agent Node を追加することも可能です。シングルノード構成は構築

が比較的容易ですが、可用性や拡張性に乏しい構成であるため、製品評価目的で利用するこ

とを推奨します。 

 Multi-node: 3 台以上の AP サーバーに Server Node と Agent Node を分散して配置し可用性と拡

張性を高めます。本番環境利用では推奨される構成ですが、サーバー構築・運用コストは高

くなります。 

➢ インターネットアクセス 

 Online: AP サーバーからアウトバウンドへのインターネットアクセスが可能な環境です。イン

ストールスクリプト実行時に既存関係のあるパッケージをインターネット経由でダウンロー

ドしてインストールします。 

 Air-gapped: AP サーバーからアウトバウンドへのインターネットアクセスが許可されていない

環境です。インストールに必要となるパッケージをあらかじめ別端末でダウンロードして AP

サーバーにコピーするためオフラインインストール用ディスクを別途アタッチする必要があ

ります。本文書ではオフライン環境でのインストール手順は対象外としておりますので詳細

は オフラインでのシングルノードインストール をご参照ください。 

➢ 製品群 (詳細は 1.3 表 参照) 

 Basic: Automation Suite で提供されている主要な製品をインストールします。 

 Complete: Automation Suite で提供されているすべての製品をインストールします。 

➢ Kerberos 認証 

 Yes: SQL Server 接続および Active Directory への認証に Kerberos を使用します。前提条件の詳細

については Kerberos 認証を設定する をご参照ください。 

 No: SQL Server 接続および Active Directory への認証に Kerberos を使用しません。 

➢ データベース自動作成 

 Yes: Automation Suite インストール時にデータベースを自動作成します。 

 No: Automation Suite インストール時にデータベースを自動作成せず、事前に手動で作成しま

す。製品/サービスと既定データベース名の対応は Microsoft SQL Server を構成する をご参照く

ださい。 

  

https://docs.uipath.com/automation-suite/lang-ja/docs/offline-single-node-installation
https://docs.uipath.com/automation-suite/lang-ja/docs/setting-up-kerberos-authentication
https://docs.uipath.com/automation-suite/lang-ja/docs/setting-up-kerberos-authentication
https://docs.uipath.com/automation-suite/lang-ja/docs/multi-node-configuring-ms-sql-server
https://docs.uipath.com/automation-suite/lang-ja/docs/multi-node-configuring-ms-sql-server
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2. Automation Suite インストール前の準備 

⚫ Automation Suite を構築するための環境を準備します。基盤別 (AWS / Azure / VMware vSphere) に手順が

異なるため、お客様の基盤に応じて各章をご参照ください。 

➢ 2.1. インストール前準備 (AWS) 

➢ 2.2. インストール前準備 (Azure) 

➢ 2.3. インストール前準備 (VMware vSphere) 

⚫ 基盤共通の作業として Automation Suite への HTTPS アクセスおよび ID トークン署名のための証明書を

準備します。 

➢ 2.4. AP サーバー用証明書作成 

⚫ 上記の準備が整いましたらディスクの構成を行い、Automation Suite のインストールを実行します。 

➢ 3.1. ディスクの構成 

➢ 3.2. Automation Suite インストール実行 
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2.1.1. AP サーバー準備 (AWS) 

⚫ AWS 環境にて AP サーバーを準備するために次の手順を実行します。本文書では Amazon EC2 サービス

を使用します。 

⚫ VPC、サブネット、ルーティングテーブルなどネットワーク設定が完了していることを前提とします。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

AP サーバーのインスタンスを作成するた

め、EC2 サービスにて「インスタンスを

起動」を実行します。 

 

1. AMI の選択 

AMI としてシステム要件を満たす適切な

イメージを選択します。 

 

本文書では例としてコミュニティ AMI の 

RHEL-8.4.0_HVM-20210825-x86_64-0-
Hourly2-GP2 (AMI ID: ami-

09ed1fd8c4c00daca) を使用しますが、お

客様の利用環境に応じて適切な AMI を選

択します。 

 

 
 

 
 

2. インスタンスタイプの選択 

ハードウェア要件と利用用途・環境に応

じて適切なインスタンスタイプを選択し

ます。 

本文書では Single-node 検証環境としての

要件を満たす c5a.8xlarge (vCPU 32 コア、

RAM 64 GiB) を使用します。 

 

 
 

 
 
 

3. インスタンスの設定 

VPC、サブネットなど環境に応じて適切

に設定します。 

 

https://docs.uipath.com/automation-suite/lang-ja/docs/automation-suite-hardware-requirements
https://docs.uipath.com/automation-suite/lang-ja/docs/automation-suite-hardware-requirements
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4. ストレージの追加 

ハードウェア要件と利用用途・環境に応

じて適切にストレージを追加します。 

 

構成例を下記に示します。 

⚫ OS 領域 … 64 GiB, 汎用 SSD (gp2) 

⚫ クラスターバイナリ・ステートディ

スク … 256 GiB, 汎用 SSD (gp2) 

⚫ データディスク … 2048 GiB,  汎用 SSD 

(gp2) 

⚫ etcd ディスク … 16 GiB, プロビジョン

ド IOPS SSD (io1) 800 IOPS 

 
 

 
 
 

5. タグの追加 

必要に応じてタグを追加します。 

 

 
 

 
 
 

6. セキュリティグループ 

セキュリティグループを適切に設定しま

す。最低限必要となるのは管理者からの

SSH アクセスと利用ユーザーからの

HTTPS アクセスです。 

 
 

 
 
 

7. 確認 

構成を確認してインスタンスを起動しま

す。 

 
 
 

https://docs.uipath.com/automation-suite/lang-ja/docs/automation-suite-hardware-requirements
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既存のキーペアを選択するか、新しいキ

ーペアを作成して、インスタンスを作成

します。 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

インスタンス作成後、プライベート IP を

メモします。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

インスタンス起動後、SSH クライアント

にて AP サーバーに接続します。 

 

次のコマンドにより nm-cloud-setup サ

ービスを無効化し、OS 再起動します。 

 
sudo systemctl disable nm-cloud-
setup.timer ; 
sudo systemctl disable nm-cloud-
setup.service ; 
sudo reboot 
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2.1.2. DB サーバー準備 (AWS) 

⚫ AWS 環境にて DB サーバーを準備するために次の手順を実行します。本文書では Amazon RDS サービス

を使用します。 

⚫ 前提としてあらかじめ 2 つの Availability Zone にサブネットをそれぞれ作成します。 

 
 

 
 
 

RDS にてデータベースの作成を開始しま

す。 

本文書では主要なオプションについて説

明しますが、詳細なパラメーターは利用

環境に応じて適宜指定してください。 

 
 

エンジンのオプションにて Microsoft SQL 

Server を選択します。 

 
 

 
 
 
 

エディションとして Standard Edition また

は Enterprise Edition を選択します。 

 

バージョンは SQL Server 2016 ~ 2019 のい

ずれかを選択します。 
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DB インスタンス識別子、マスターユーザ

ー名、マスターパスワードを指定または

自動生成します。 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

DB インスタンスクラスとして 

db.m5.2xlarge (8 vCPU, RAM 32 GiB) 以上を

選択し、適切なストレージタイプを指定

し、ストレージサイズを 256 GiB 以上に

設定します。 
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可用性要件に応じてマルチ AZ 配置を選

択します。 

 

ネットワーク環境に応じて VPC、サブネ

ットグループ、パブリックアクセス、セ

キュリティグループの設定などを行いま

す。 

 

必要に応じて追加設定を行い、データベ

ースの作成をクリックします。 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

DB 作成後、エンドポイントをメモしま

す。 
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2.1.3. DNS レコード登録 (AWS) 

⚫ AWS 環境にて DNS レコードを登録するために次の手順を実行します。本文書では Amazon Route 53 サ

ービスを使用します。 

⚫ 事前に Automation Suite を運用するためのドメイン名および FQDN を決定します。 

 
 

 
 
 
 
 
 

ドメイン名に応じてホストゾーンを作成

します。 

※ 既存のホストゾーンを使用する場合は

作成の手順をスキップします。 

 
 

 
 
 
 
 
 

ホストゾーンに適切な VPC を関連付け

し、ホストゾーンを作成します。 
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ホストゾーンにてレコードを作成しま

す。 

 

AP サーバーの FQDN をレコード名に指定

し、2.1.1. AP サーバー準備 (AWS) にて作

成したインスタンスの IP アドレスを A レ

コードとして登録します。 

 
 

 
 
 

次に、CNAME として下記のようにマッピ

ングするレコードをそれぞれ作成しま

す。 

{AS-FQDN} は Automation Suite の FQDN 

(例: as.lab.test) を指します。 

 
⚫ alm.{AS-FQDN} → {AS-FQDN}  
⚫ monitoring.{AS-FQDN} → {AS-FQDN} 
⚫ objectstore.{AS-FQDN} → {AS-FQDN} 
⚫ registry.{AS-FQDN} → {AS-FQDN} 
⚫ insights.{AS-FQDN} → {AS-FQDN} 

 
 

 
 
 

作成されたレコードを確認します。 
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2.2.1. AP サーバー準備 (Azure) 

⚫ Azure 環境にて AP サーバーを準備するために次の手順を実行します。本文書では Azure Virtual 

Machines サービスを使用します。 

 
 

 
 

Automation Suite を実行するには、Azure 

サブスクリプションの下にリソース グル

ープが必要です。既存のリソース グルー

プを使用する場合は、この手順をスキッ

プして、後の手順でリソース グループを

指定できます。 

 

1. Azure Portal に移動します。 

2. 新規作成する場合は、ホーム ページ

から [リソース グループ] を選択し、

[作成] をクリックします。 

 

 

 
 

[プロジェクトの詳細]欄で、適切なサブ

スクリプションを選択し、任意のリソー

ス グループの名前を入力します。 

 

1. [リソースの詳細]欄で、リソースを構

築するリージョンを選択します。 

2. [次: タグ >]をクリックします。 

 

 
 

必要なタグを入力し、[次: 確認および作

成] をクリックします。 

 

※ 任意の手順 - 内部ポリシーに関するタ

グが必要な場合のみ。そうでない場合

は無視します。 
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入力内容が正しいことを確認します。 

 
 

 
 
 
 

リソースグループが作成されたことを確

認します。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

先程作成したリソース グループの下で仮

想ネットワークを作成します。既に仮想

ネットワークが作成済みの場合はこの手

順をスキップします。 

1. Azure Portal に移動します。 

2. [すべてのサービス] > [ネットワーキン

グ] > [仮想ネットワーク] から [作成] を

クリックします。 

 

プロビジョニングするすべてのマシン

が、この仮想ネットワークに含まれる必

要があります。 
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仮想ネットワークの[作成]をクリックし

ます。 

 

 
 
 

仮想ネットワークの基本情報を入力した

後、必要に応じて IP アドレス、セキュリ

ティ、タグを設定します。サブネットを

作成する必要がありますが、[IP アドレ

ス] タブからデフォルトで設定されている

ため、変更は不要です。[確認および作

成] をクリックし、入力内容に問題が無け

れば、[作成] をクリックします。 

 

 
 
 

仮想ネットワークが正常にデプロイされ

たことを確認します。 
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ネットワーク セキュリティ グループを作

成します。 

 

1. Azure Portal に移動します。 

2. ターゲットのリソース グループの下

でネットワーク セキュリティ グルー

プを作成します。 

 

プロビジョニングするすべてのマシン

が、この共通のネットワーク セキュリテ

ィ グループを使用する必要があります。 

 

3. [すべてのサービス] > [ネットワーキン

グ] > [ネットワーク セキュリティ グル

ープ] から [作成] をクリックします。 

 

ネットワーク セキュリティ グループはリ

ソース グループの下に配置されます。 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ネットワーク セキュリティ グループの

[作成]をクリックします。 
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仮想ネットワークの基本情報を入力した

後、必要に応じてタグを設定します。[確

認および作成]をクリックし、入力内容に

問題が無ければ、[作成]をクリックしま

す。 

 
 

 
 
 
 
 

ネットワーク セキュリティ グループが正

常にデプロイされたことを確認します。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仮想マシン(VM)を作成します。 

1. Azure Portal に移動します。 

2. [すべてのサービス] > [コンピューティ

ング] > [Virtual Machines] から [作成] を

クリックします。 

※ [仮想マシン (クラシック)] は 2023 年 3

月 1 日に完全に廃止される予定のた

め、選択は非推奨です。(Microsoft 社

リンク) 

 

https://docs.microsoft.com/ja-jp/azure/virtual-machines/classic-vm-deprecation
https://docs.microsoft.com/ja-jp/azure/virtual-machines/classic-vm-deprecation
https://docs.microsoft.com/ja-jp/azure/virtual-machines/classic-vm-deprecation
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[仮想マシンの作成] ページが開きます。 

1. [基本] タブの [プロジェクトの詳細] の

下で、正しいサブスクリプションが選

択されていることを確認し、[新規作

成] を選択して新しいリソース グルー

プを作成します (または既存のリソー

ス グループをリストから選択しま

す)。名前を入力します。 

2. [インスタンスの詳細] の下で、[仮想マ

シン名] に VM の名前を設定し、[リー

ジョン] を選択して、[イメージ] に 

[Red Hat Enterprise Linux OS 8.4] を選択

します。その他は既定値のままにしま

す。 

3. インストールされている製品に基づく

マシン サイズについては、ハードウ

ェア要件をご覧ください。今回は「完

全 (Completed)」構成のハードウェア

要件を満たすために、「F32s-v2」と検

索し、「Standard_F32s_v2 – 32 vCPU

数、64 GiB のメモリ」を選択していま

す。 

※ マシン サイズが存在しない場合は 

vCPU クォータを引き上げます。 

(参考: リージョンの vCPU クォータ

を引き上げる) 

4. [管理者アカウント] の下で、[パスワー

ド] 認証タイプを選択し、残りのフィ

ールドに入力します。 

5. 受信ポート ルールとして、HTTPS (443) 

ポートと SSH (22) ポートを選択しま

す。 

6. [次: ディスク >] をクリックします。 

 

https://docs.uipath.com/automation-suite/lang-ja/docs/automation-suite-hardware-requirements
https://docs.uipath.com/automation-suite/lang-ja/docs/automation-suite-hardware-requirements
https://docs.microsoft.com/ja-jp/azure/azure-portal/supportability/regional-quota-requests#increase-a-regional-vcpu-quota
https://docs.microsoft.com/ja-jp/azure/azure-portal/supportability/regional-quota-requests#increase-a-regional-vcpu-quota
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[ディスク] タブが開かれます。ここで、

セカンダリ ディスク ドライブを追加しま

す。 

 

ディスクの構成はハードウェア要件をご

確認ください。 

 

ここでは計 3 つの下記ディスクを作成

し、この VM に接続(アタッチ)します。 

 

1. クラスター用: 256 GiB 

2. データ用: 2 TiB 

3. etcd 用: 16 GiB 

 

※ CPU/メモリ/ディスクが最低要件に満

たない場合、インストール時の前提条

件チェックでエラーとなりインストー

ルができません。 

 

 
 

 
 
 
 
 
 

まず、クラスター用のディスクを作成し

ます。[サイズを変更します] リンクから

サイズと IOPS を設定します。 

https://docs.uipath.com/automation-suite/lang-ja/docs/single-node-evaluation-profile-requirements-and-installation#hardware-requirements
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クラスター用のディスクの設定値は下記

です。 

⚫ ディスクサイズ：256 GiB 

⚫ パフォーマンスレベル：1100 IOPS 

 

 
 
 

ディスク サイズが変更されたことを確認

して、[OK] をクリックします。 

 

 
 
 

クラスター用のディスクが作成されたこ

とを確認します。論理ユニット番号 (LUN)

は「0」とします。 
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同様にして、データ用、etcd 用のディス

クを作成します。サイズ、IOPS、LUN は

それぞれ下記のように設定します。 

 

⚫ データ用: 2 TiB+、1100 IOPS+、LUN=1 

⚫ etcd 用: 16 GiB+、240 IOPS+、LUN=2 

 

[次: ネットワーク >] をクリックします。 

 

 
 
 

[ネットワーク] タブが開きます。 

1. 前述の手順で作成した仮想ネットワ

ーク(例: AutomationSuiteJapan-vnet)を

選択するか、[仮想ネットワーク] ド

ロップダウンの [新規作成] をクリッ

クして名前を指定し、[保存] をクリ

ックします。 

2. (任意)パブリック IP アドレスを作成

します (または既存のものを選択しま

す)。パブリック IP はインターネット

からのインバウンドアクセスを許可

する要件の場合にのみ作成します。

インバウンドアクセスを許可せず、

踏み台サーバー（作成は後述）から

アクセスして設定する場合にはパブ

リック IP は不要です。 

3. 他のチェックボックスは基本的に不

要ですが、必要に応じて選択してく

ださい。 
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(任意)パブリック IP を作成する場合は下

記の手順を実施します。 

1. [パブリック IP] ドロップダウンの [新

規作成] をクリックします。 

2. [パブリック IP] から [Standard] SKU を

選択します。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1. 必要に応じて [管理]タブ、[詳細]タ

ブ、[タグ]タブを設定します。 

 

2. [確認と作成] をクリックして、検証を

クリアしたことを確認して、 [作成] を

クリックします。 

 
 

デプロイが完了したこと確認し、[リソー

スに移動] をクリックして次の手順に進み

ます。 
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先程作成した VM(AutomationSuiteJapan-

vm)と同じ仮想ネットワークに、踏み台サ

ーバー(Windows OS のクライアント用

VM)を作成します。作成情報は左図を参

照ください。 

 

この後の手順で VM(AutomationSuiteJapan-

vm)に SSH 接続して作業を進めるため、

踏み台サーバーに SSH クライアント(Tera 

Term 等)をインストールしておきます。

実際に踏み台サーバーから SSH を使用し

て VM への接続が可能かテストしておき

ましょう。必要に応じて Just In Time アク

セスを要求します。 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

先程作成された Automation Suite 用の

VM(AutomationSuiteJapan-vm)の DNS を構

成します。[DNS 名] の値(ここでは「未構

成」の文字列)をクリックして、マシンの 

DNS 名を設定します。 

 



 
 

 
 
 

UiPath Automation Suite インストールガイド [v2021.10 対応版] 29 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表示される VM の IP 構成ウィンドウで任

意の [DNS 名ラベル] を設定します。 

 

また、後の DNS 構成のために、IP アドレ

スの割り当てを「静的(Static)」にしま

す。 

 

  



 
 

 
 
 

UiPath Automation Suite インストールガイド [v2021.10 対応版] 30 

2.2.2. DB サーバー準備 (Azure) 

⚫ Azure 環境にて DB サーバーを準備するために次の手順を実行します。本文書では Azure SQL Database

サービスを使用します。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

Azure ポータル(ホームページ)にアクセス

します。 

https://portal.azure.com/#home 
 

[ホームページ] > [すべてのサービス] > [デ

ータベース] > [Azure SQL] の順にマウスを

ホバーし、 [＋作成] をクリックします。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

SQL デプロイ オプションの選択ページに

遷移します。[SQL データベース] サービ

スにて、リソースの種類を [データベース 

サーバー] とし、[作成] をクリックしま

す。 

https://portal.azure.com/#home
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[基本]タブから、SQL Database サーバーの

基本情報を入力します。 

※ サーバー管理者ログインおよびパスワ

ードに、「;」「#」「@」「?」の文字

は使用できません。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

[Networking] タブで、[はい] を選択して 

Azure サービスを許可し、[次: 追加設定 

> ] をクリックします。 
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[追加設定]ページが開かれます。

[Microsoft Defender for SQL を有効にする]

では「後で」を選択します。 

 

必要に応じて、[次: タグ >]をクリック

し、タグを設定します。 

 

※ 任意の手順 - 内部ポリシーに関するタ

グが必要な場合のみ。そうでない場

合、タグ付けは不要です。 

 

 
 

 
 
 
 
 

1. 情報を確認し、[作成] をクリックしま

す。デプロイが完了するまで待ちま

す。 

2. [リソースに移動]をクリックします。 

 
 

 
 
 
 
 
 

サーバー管理者とサーバー名を確認しま

す。この情報は次の手順で利用します。 

 

この手順書では下記の情報が設定されて

います。 

⚫ サーバー管理者: uipath_sql 

⚫ サーバー名: automationsuitejapan-

sql.database.windows.net 
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SQL データベースサーバーが正常にデプ

ロイされたことを確認します。 

1. 踏み台サーバー(クライアント端末)に

ログインします。 

2. Microsoft 社の公式ページから SQL 

Server Management Studio (SSMS)のイ

ンストーラーをダウンロードします。 

3. SSMS をインストールします。 

4. SSMS を起動し、SQL データベースサ

ーバーのサーバー名とログイン情報を

入力し、接続できることを確認しま

す。 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ログインに成功したことを確認します。

以上で SQL Server の作成は完了です。 

  

https://docs.microsoft.com/ja-jp/sql/ssms/download-sql-server-management-studio-ssms?view=sql-server-ver15#available-languages
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2.2.3. DNS レコード登録 (Azure) 

⚫ Azure 環境にて DNS レコードを登録するために次の手順を実行します。本文書では Azure DNS サービス

を使用します。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

DNS を構成していきます。ここでは、プ

ライベート DNS ゾーンを作成します。 

 

Azure ポータルを開き、[すべてのサービ

ス] > [ネットワーキング] > [プライベート

DNS ゾーン] から [作成] をクリックしま

す。 

※ この手順はテスト環境または検証環境

を構築する際の一例です。実本番環境

のシングル構成を構築する場合は、

DNS を構成する を参考にして、ご要

件に応じてお客様自身で DNS を構成

していただくことを推奨します。 

 

 
 

 
 
 
 
 
 

同じリソース グループにプライベート 

DNS ゾーンを作成します。 

 

今回のようなシングル構成の環境では、

プライベート DNS ゾーンの名前は

Automation Suite の VM の DNS 名である

必要があります。 

 

1. [レビューと作成] をクリックしま

す。 

2. [作成] をクリックします。 

 

※ マルチノードによる冗長構成の場合で

は、プライベート DNS ゾーンの名前

はロードバランサーの DNS 名である

必要があります。 

https://docs.uipath.com/automation-suite/lang-ja/docs/single-node-configuring-the-dns
https://docs.uipath.com/automation-suite/lang-ja/docs/single-node-configuring-the-dns
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プライベート DNS ゾーンが作成された

ら、[リソースに移動] をクリックしま

す。 

 

 
 

 
 
 
 
 

作成されたプライベート DNS ゾーンのペ

ージから [レコードセット] をクリックし

ます。 

 
 

 
 
 
 
 

 

すべてのサブドメイン用のレコード セッ

トを追加します。 

1. [名前] フィールドに * を入力します。 

2. レコードセットの IP アドレスは、

Automation Suite の VM の IP アドレス

(シングル構成の場合)またはロードバ

ランサーの IP アドレス(マルチノード

の冗長構成の場合)である必要があり

ます。 

3. [OK] をクリックします。 
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ルート ドメイン用のレコード セットを追

加します。 

1. 「@」の A レコードを追加します。こ

れは、ルートを含み、トラフィックを

クラスターにリダイレクトします。 

2. [レコード セット] に移動します。 

3. レコードセットの IP アドレスは、

Automation Suite の VM の IP アドレス

(シングル構成の場合)またはロードバ

ランサーの IP アドレス(マルチノード

の冗長構成の場合)である必要があり

ます。 

4. すべての VM は、1 つの仮想ネットワ

ークの中にある必要があります。 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仮想ネットワーク リンクをプライベート 

DNS ゾーンに追加します。 

1. [設定] の下の [仮想ネットワーク リン

ク] に移動します。 
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[追加] をクリックします。 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新しいリンクの名前を作成し、VM が属

する仮想ネットワークを指定します。 
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リンクが作成されると、左図のように表

示されます。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同じ仮想ネットワーク

(AutomationSuiteJapan-vnet)に属するすべ

てのマシンから、Automation Suite に内包

されている各アプリケーション(ArgoCD, 

Rancher, Insights 等)にアクセスできるよう

にします。前述のプライベート DNS ゾー

ンに各アプリケーション固有のサブドメ

インを CNAME としてマッピングしま

す。 

 

{AS-FQDN} は Automation Suite の VM の

DNS 名を指します。 

 
⚫ alm.{AS-FQDN} → {AS-FQDN}  
⚫ monitoring.{AS-FQDN} → {AS-FQDN} 
⚫ objectstore.{AS-FQDN} → {AS-FQDN} 
⚫ registry.{AS-FQDN} → {AS-FQDN} 
⚫ insights.{AS-FQDN} → {AS-FQDN} 

 

作成されたレコードを確認します。 
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2.3.1. AP サーバー準備 (VMware vSphere) 

⚫ VMware vSphere 環境にて AP サーバーを準備するために次の手順を実行します。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仮想マシンを新規作成します。 

ディスクの構成は ハードウェア要件 を参

照します。 

 

⚫ UiPath ドキュメントは GiB 表記、

VMware は GB 表記ですが実際は GiB

のため、大きめに指定する必要はあ

りません。 

⚫ CPU/メモリ/ディスクが最低要件に満

たない場合、インストール時の前提

条件チェックでエラーとなりインス

トールができません 

⚫ この後の手順でディスクをマウント

するためのスクリプトを実行するた

め、ドキュメント(左の画像)の順番通

りにディスクを作成してください 

⚫ vSphere は 2TB 以上のディスクをアタ

ッチするために制限があります。詳

細は VMware 社のサイト をご参照く

ださい。 

 

 
 

 
 
 
 

システム要件を満たす Red Hat Enterprise 

Linux のメディアを用意し、OS をインス

トールします 

https://docs.uipath.com/automation-suite/lang-ja/docs/automation-suite-hardware-requirements
https://kb.vmware.com/s/article/2058287?lang=ja
https://kb.vmware.com/s/article/2058287?lang=ja
https://docs.uipath.com/automation-suite/lang-ja/docs/automation-suite-hardware-requirements#deployment-profiles-at-a-glance
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インストール先のディスクは 1 つ目のデ

ィスク(sda)を選択します 

 

 
 
 

インストールを実施します。 

インストール後、ライセンス契約へ同意

します。 

 

 
 
 

インストールが完了したことを確認しま

す。 
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SSH クライアントで接続または RHEL マシ

ン上のターミナルを起動します。 

 

RHEL はライセンスが適用されていないと

パッケージのインストールに必要となる

yum コマンドを利用できないため、RHEL

のサブスクリプションを登録します。 

今回は Red Hat アカウントを利用して評

価用ライセンスを適用します。 

以下のコマンドを実行後、Red Hat アカウ

ントを入力します。 

 
subscription-manager register 

 

 

  
 
 

以下のコマンドで利用できるサブスクリ

プションの一覧を表示させ、プール ID を

確認します。 

 
subscription-manager list --
available 

 
 

 
 
 

以下のコマンドでサブスクリプションを

割り当てます 

 
subscription-manager subscribe --
pool=<Pool ID> 

 
 

 

 
 
 

以下のコマンドでサブスクライブ済み

(Status: Subscribed)であることを確認しま

す。 

 
subscription-manager list 
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2.3.2. DB サーバー準備 (VMware vSphere) 

⚫ VMware vSphere 環境にて DB サーバーを準備するために次の手順を実行します。 

⚫ システム要件を満たすよう SQL Server を稼働させる仮想マシンと適切な SQL Server バージョンとライ

センスを用意します。 

⚫ 本文書では Windows Server に SQL Server をインストールする手順について説明します。Linux OS でも

導入できますが本文書では取り扱いません。詳細は Microsoft 社のサイトをご参照ください。 

 
 

 
 
 
 
 

SQL Server 用の VM を作成し、Windows 

Server をインストール済みとします。 

 

次に SQL Server のインストーラーを実行

します。 

 

“機能の選択” 画面では、最低限下記 2 つ

の機能を有効化します。 

⚫ データベース エンジン サービス 

⚫ 検索のためのフルテキスト抽出とセ

マンティック抽出 

 
 

 
 
 
 
 
 

”サーバーの構成” 画面では認証モードと

して混合モードを選択し、パスワードを

入力します。 

 

※ 1.4. Automation Suite インストールオ

プションの検討 にて Kerberos 認証を

有効化する場合には Windows 認証モ

ードを使用可能ですが、本文書では

Kerberos 認証は使用せず SQL Server

認証を使用するため混合モードを選

択します。 

https://docs.uipath.com/automation-suite/lang-ja/docs/automation-suite-hardware-requirements#microsoft-sql-server-general-requirements
https://docs.microsoft.com/ja-jp/sql/linux/sql-server-linux-overview?view=sql-server-ver15
https://docs.microsoft.com/ja-jp/sql/linux/sql-server-linux-overview?view=sql-server-ver15
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インストールが完了したことを確認しま

す。 

 
 

 
 
 

SQL Server Management Studio (SSMS) をダ

ウンロードし、インストールします。本

文書では日本語版を使用します。 

 
 

 
 
 

SSMS のインストール完了後、DB サーバ

ーに sysadmin 権限 (sa ユーザーなど) でア

クセスします。 

https://docs.microsoft.com/ja-jp/sql/ssms/download-sql-server-management-studio-ssms?view=sql-server-ver15#available-languages
https://docs.microsoft.com/ja-jp/sql/ssms/download-sql-server-management-studio-ssms?view=sql-server-ver15#available-languages
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AP サーバーから DB 接続するためのユー

ザーを作成するために次の手順を実行し

ます。 

 

セキュリティ > ログインを右クリック

し、新しいログインをクリックし、新規

ユーザーを作成します。 

本文書ではログイン名を “uipath_sql” とし

ます。 

ページの選択で [サーバーロール] を選択

します。 

 
 

 
 

dbcreator を選択し、OK をクリックしま

す。 

 
 

 
 
 

作成したユーザーでログインできること

を確認します。 
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2.3.3. DNS レコード登録 (VMware vSphere) 

⚫ VMware vSphere 環境にて DNS レコードを登録するために次の手順を実行します。本文書では

Microsoft DNS サービスを使用します。 

⚫ 事前に Automation Suite を運用するためのドメイン名および FQDN を決定します。 

 

 
 

 
 
 

DNS を構成する に記載された通りに名前

解決できるよう DNS レコードを設定しま

す。 

 

ここでは Automation Suite の FQDN を

as.lab.test とします。 

 

AP サーバー、DB サーバーが参照する

DNS サーバー上で DNS マネージャーを起

動します。 

 “lab.test” 前方参照ゾーンに、新しいドメ

イン ”as” を作成します。 

 

 
 

 
 
 
 
 
 

as.lab.test の A レコードとして 2.3.1. AP

サーバー準備 (VMware vSphere) で作成し

た AP サーバーの IP アドレスを指定しま

す。 

 
 
 
 
 

https://docs.uipath.com/automation-suite/docs/single-node-configuring-the-dns
https://docs.uipath.com/automation-suite/docs/single-node-configuring-the-dns
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下記のようにマッピングする CNAME レ

コードをそれぞれ作成します。 

 

{AS-FQDN} は Automation Suite の FQDN 

(例: as.lab.test) を指します。 

 
⚫ alm.{AS-FQDN} → {AS-FQDN}  
⚫ monitoring.{AS-FQDN} → {AS-FQDN} 
⚫ objectstore.{AS-FQDN} → {AS-FQDN} 
⚫ registry.{AS-FQDN} → {AS-FQDN} 
⚫ insights.{AS-FQDN} → {AS-FQDN} 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

左図のように作成されることを確認しま

す。 
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2.4.1. 証明書の要件 

⚫ Automation Suite では 2 つの証明書が必要となります。 

➢ サーバー証明書: クライアントが AP サーバーに HTTPS アクセスするために必要 

➢ ID トークン署名証明書: 認証トークンへの署名に必要 

⚫ これらの証明書はインストール時に自己署名証明書で自動的に作成されますが、有効期限が 90 日間で

あるため、インストール後にすぐに置き換えることが推奨されます。 

⚫ 証明書要件の詳細は 証明書を構成する をご参照ください。 

⚫ 認証局(CA)ごとの証明書発行手順は次の通りです。パブリック CA はそれぞれの認証局での申請手順に

従ってください。 

➢ 2.4.2. 自己署名による証明書発行 

➢ 2.4.3. Microsoft 証明機関による証明書発行 

 

2.4.2. 自己署名による証明書発行 

⚫ 自己署名によるルート証明書、サーバー証明書および ID トークン署名証明書を指定ディレクトリに作

成するには、AP サーバーに SSH クライアントで接続し、次のコマンドを順次実行します。 

➢ 本文書では OpenSSL コマンドの詳細については説明を省略します。パラメーターの詳細について

は OpenSSL documentation をご参照ください。 

 

⚫ root 権限を使用します。 

sudo su - 
 

⚫ 下記の変数 (証明書配置ディレクトリ、証明書に含める組織名、Automation Suite の FQDN) は環境に応

じて変更します。値をセットするよう実行します。 

CERT_DIR="/opt/UiPathAutomationSuite/cert" ; 
CERT_ORG="Example KK" ; 
AS_FQDN="as.lab.test" 

 

⚫ 証明書配置ディレクトリを作成します。 

mkdir -p ${CERT_DIR} ; 
cd ${CERT_DIR} 

 

⚫ ルート認証局の秘密鍵を AES256 アルゴリズムにて 2048 bit のキーサイズで作成します。任意のパスフ

レーズを入力します。 

openssl genrsa -aes256 -out root.key 2048 
 

https://docs.uipath.com/automation-suite/lang-ja/docs/single-node-configuring-the-certificates
https://www.openssl.org/docs/manmaster/
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⚫ 次のコマンドを実行し、ルート認証局を作成します。有効期限は 2000 日とします。 

openssl req -x509 -new -nodes -key root.key -sha256 -days 2000 -out root.crt 
 

 

⚫ サーバー証明書用の extension file を作成します。[alt_names]でサブジェクト別名を環境に応じて指定

し、保存します。 

touch v3.ext ; 
vi v3.ext 

 

authorityKeyIdentifier=keyid,issuer 
basicConstraints=CA:FALSE 
keyUsage = digitalSignature, nonRepudiation, keyEncipherment, dataEncipherment 
extendedKeyUsage = serverAuth 
subjectAltName = @alt_names 
[alt_names] 
DNS.1 = as.lab.test 
DNS.2 = *.as.lab.test 

 

⚫ サーバー証明書のリクエストファイル(server.csr)と秘密鍵(server.key)を生成します。 

openssl req -new -nodes -out server.csr -newkey rsa:2048 -keyout server.key -subj 
"/C=JP/O=${CERT_ORG}/CN=${AS_FQDN}" 

 

⚫ ルート証明局にてサーバー証明書(server.crt)を生成します。有効期限は 2000 日とします。 

openssl x509 -req -in server.csr -CA root.crt -CAkey root.key -CAcreateserial -out 
server.crt -days 2000 -sha256 -extfile v3.ext 
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⚫ 次に ID トークン 署名証明書を作成します。エクスポートパスワードを指定します。 

openssl pkcs12 -export -out AutomationSuiteCert.pfx -inkey server.key -in server.crt 
 

 

⚫ ルート証明書(root.crt)、サーバー証明書の公開鍵(server.crt)、サーバー証明書の秘密鍵(server.key)、ID

トークン署名証明書(AutomationSuiteCert.pfx)の 4 つのファイルが存在することを確認します。 

ls 
 

 

⚫ ルート証明書(root.crt)は WinSCP などで作業端末にコピーします。コマンドプロンプトで certlm.msc を

実行し、ローカルコンピューター\信頼されたルート証明機関にインポートします。また Studio/Robot

など Automation Suite に接続する端末にも個別にインポートする、もしくはグループポリシーを使用し

て一括配布します。 

 

 



 
 

 
 
 

UiPath Automation Suite インストールガイド [v2021.10 対応版] 50 

2.4.3. Microsoft 証明機関による証明書発行 

⚫ Microsoft 証明機関 (ドメイン CA) を使用してサーバー証明書を発行するには次の手順を実行します。 

 

 
 
 

ドメインに所属している任意マシンで署

名リクエスト (CSR: Certificate Signing 

Request)を作成します。 

 

まずコマンドプロンプトにて certmgr.msc 

を実行し、証明書ストアを起動します。 

 

 
 
 

[個人] を右クリックし、[すべてのタスク

→詳細設定操作] > [カスタム要求の作成] 

をクリックします。 

 

 
 
 

証明書の登録ウィザードが開始されま

す。次へ進みます。 

 

[カスタム要求] > [登録ポリシーなしで続

行する] を選択し、[次へ] をクリックしま

す。 
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[(テンプレートなし) レガシ キー] を選択

し、要求の形式として [PKCS #10] を選択

し、[次へ] をクリックします。 

 

 
 

[カスタム要求] の [詳細] をクリックし、

[プロパティ] をクリックします。 

 

 
 

[全般] タブにて [フレンドリ名] として適

切な名前を指定します。 
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[サブジェクト] タブにて、[サブジェクト

名] の種類として [共通名] を選択し、値

に Automation Suite の FQDN(例: 

as.lab.test) を指定し、[追加] をクリックし

ます。 

 

次に [別名] の種類として [DNS] を選択

し、値に Automation Suite の FQDN および

サブドメインをワイルドカードで指定

(例: as.lab.test, *.as.lab.test)し、[追加] をク

リックします。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

[秘密キー] タブにて [キーの種類] を展開

し、 [Exchange] を選択します。 

 

[暗号化サービスプロバイダー] を展開

し、既定値の「Microsoft Strong 

Cryptographic Provider」はオフにして、

「Microsoft RSA Schannel Cryptographic 

Provider」をオンにします。 
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[キーのオプション] を展開し、キーのサ

イズ として 2048 を選択します。[秘密キ

ーをエクスポート可能にする] をオンに

し、[OK] をクリックします。 

 

 
 

[次へ] をクリックします。 

 

 
 

ファイル形式として  Base64 を選択し、

要求ファイルを適切なディレクトリに保

存します。 
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要求ファイルをドメイン CA 管理者に提

供し、証明書発行を依頼します。 

証明書 Web サービスを使用して証明書発

行依頼を提出するには次の手順を実行し

ます。(この手順の要否はドメイン CA 管

理者にご確認ください) 

IE で証明書 Web サービスの URL にアクセ

スします。URL とアクセスに必要なアカ

ウントはドメイン CA 管理者にご確認く

ださい。 

サイトが表示されましたら信頼済みサイ

トに登録します。 

[証明書を要求する] リンクをクリックし

ます。 

 

 
 

 
 
 
 

[証明書の要求の詳細設定] リンクをクリ

ックします。 

 
 

 
 

 
 
 
 

[Base 64 エンコード CMC または PKCS #10 

ファイルを使用して証明書の要求を送信

するか、または Base 64 エンコード PKCS 

#7 ファイルを使用して更新の要求を送信

する。] リンクをクリックします。 
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保存された要求には、先ほどファイルと

して保存した内容をメモ帳で開きコピー

＆ペーストします。 

証明書テンプレートは [Web サーバー] を

選択し、[送信] をクリックします。 

 

 
 

証明書が自動発行される場合には、Base 

64 エンコードにて [証明書のダウンロー

ド] リンクをクリックします。 

自動的に証明書が発行されない場合に

は、ドメイン CA 管理者に証明書を発行

するように依頼し、証明書ファイル 

(*.cer) を入手します。 

 

 
 

証明書ストアにて [個人] を右クリック

し、[すべてのタスク] > [インポート] を選

択します。 

 

証明書のインポートウィザードが開始し

ます。[次へ] をクリックします。 

 

先ほどダウンロードしてきた*cer ファイ

ルを指定します。 

 

順に次へ進みウィザードを完了します。 
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正しくインポートされましたら、[個人] > 

[証明書] にサーバー証明書が表示される

ことを確認します。 

 

[証明書] を右クリックし、[すべてのタス

ク] > [エクスポート] を選択します。 

 

 

 
 

証明書のエクスポートウィザードが開始

します。次へ進みます。 

 

秘密キーのエクスポートにて、[はい、秘

密キーをエクスポートします] を選択し、

次へ進みます。 

 

 

 
 

PKCS #12 形式を選択します。 
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エクスポートパスワードを設定し、次へ

進みます。 

 
 

 
 
 

任意のディレクトリに*.pfx ファイル名を

指定し、エクスポートウィザードを完了

します。 

 
 

 
 
 

作成された*.pfx ファイルを WinSCP など

を使用して AP サーバーにコピーしま

す。 

https://winscp.net/eng/docs/lang:jp
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AP サーバーに SSH クライアントで接続

し、次のコマンドを実行して証明書を変

換します。 

root 権限を使用します。 

sudo su - 
 

変数 (*.pfx 証明書ファイル名、証明書配

置ディレクトリ) は環境に応じて変更しま

す。 

PFX_FILE="/tmp/AutomationSuiteCert
.pfx" ; 
CERT_DIR="/opt/UiPathAutomationSui
te/cert" 

 

証明書を配置するディレクトリを作成し

ます。 

mkdir -p ${CERT_DIR} 
 

秘密鍵、公開鍵、ルート証明書にそれぞ

れ変換します。エクスポート時に設定し

たパスワードを下記 3 つのコマンド実行

時にそれぞれ入力します。 

openssl pkcs12 -in ${PFX_FILE} -
nocerts -nodes -out 
${CERT_DIR}/server.key 

 
openssl pkcs12 -in ${PFX_FILE} -
clcerts -nokeys -out 
${CERT_DIR}/server.crt 

 
openssl pkcs12 -in ${PFX_FILE} -
cacerts -nokeys -out 
${CERT_DIR}/root.crt 

 

秘密鍵も同一ディレクトリにコピーしま

す。 

cp -p ${PFX_FILE} ${CERT_DIR} 
 

4 つのファイルを確認します。 

ls ${CERT_DIR} 
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3. Automation Suite インストール手順 

 

⚫ Automation Suite インストール前にスクリプトを使用してディスクのパーティション設定を行います。 

 
 

 
 
 
 
 
 

SSH クライアントを使用して AP サーバーに接

続します。 

 

次のコマンドを実行し、パーティショニングス

クリプトを準備します。 

 

sudo yum install wget lvm2 -y ; 
wget -O ~/configureUiPathDisks.sh 
https://download.uipath.com/automation-
suite/configureUiPathDisks.sh ; 
chmod +x configureUiPathDisks.sh 

 

 

【AWS】 

 
 

【Azure】 

 
 

【VMware vSphere】 

 
 
 
 
 

次のコマンドを実行し、それぞれのディスクの

ラベル名を確認します。 

sudo lsblk -dip 

 

左スクリーンショット【AWS】での実行結果

ではディスクラベル名は下記の対応となりま

す。 

⚫ etcd ディスク (16G) ... /dev/nvme1n1 

⚫ データディスク (2T) ... /dev/nvme2n1 

⚫ クラスターディスク(256G) ... /dev/nvme3n1 

 

※ 実際のラベル名はディスクをアタッチした

順序により異なります。 
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次のコマンドによってパーティショニングを実

行します。 

sudo ./configureUiPathDisks.sh --node-
type server --install-type online \ ; 
--cluster-disk-name <cluster_disk> \ ; 
--etcd-disk-name <etcd_disk> \ ; 
--data-disk-name <data_disk> 

 

lsblk の出力結果に基づき、実行例を下記に示

します。実際のディスクラベル名は環境に応じ

て変更します。 

【AWS】 

sudo ./configureUiPathDisks.sh --node-
type server --install-type online \ ; 
--cluster-disk-name /dev/nvme3n1 \ ; 
--etcd-disk-name /dev/nvme1n1 \ ; 
--data-disk-name /dev/nvme2n1 

 

【Azure】 

sudo ./configureUiPathDisks.sh --node-
type server --install-type online \ ; 
--cluster-disk-name /dev/sdc \ ; 
--etcd-disk-name /dev/sde \ ; 
--data-disk-name /dev/sdd 

 

【VMware vSphere】 

sudo ./configureUiPathDisks.sh --node-
type server --install-type online \ ; 
--cluster-disk-name /dev/sdb \ ; 
--etcd-disk-name /dev/sdd \ ; 
--data-disk-name /dev/sdc 

 

エラーが発生する場合にはラベル名の対応を確

認し、適切なディスクサイズが割り当てられて

いるか再度確認します。 

 

 

 
 

次のコマンドによりボリュームマウントを確認

します。 

 

sudo mount -afv  
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⚫ Automation Suite のインストールを実行するには次の手順を実行します。詳細な手順は オンラインでの

シングルノードのインストール をご参照ください。 

⚫ SSH クライアントを使用して AP サーバーに接続し、次のコマンドを順次実行します。 

sudo yum install unzip jq -y ; 
wget https://download.uipath.com/automation-suite/installUiPathAS.sh -O 
installUiPathAS.sh ; 
chmod +x installUiPathAS.sh ; 
sudo ./installUiPathAS.sh 

 

⚫ インタラクティブインストーラーが開始しますので、License Agreement に同意します。 

 

⚫ 1.4. Automation Suite インストールオプションの検討 で事前に検討されたオプションを順次実行しま

す。最初はデプロイメント構成を選択します。本文書では Single-Node でインストールを行うため、

「1」を選択します。 

 

⚫ システム要件が表示されます。[1] の Single-node deployment で続行します。 

https://docs.uipath.com/automation-suite/lang-ja/docs/online-single-node-installation
https://docs.uipath.com/automation-suite/lang-ja/docs/online-single-node-installation
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⚫ オンラインかオフラインを選択します。本文書ではオンライン環境でインストールを行うため、「1」

を選択し、続行します。 

 

⚫ インストールする製品群(ベーシックまたは完全) を選択します。本文書ではすべての製品をインスト

ールするため「2」を選択し、続行します。 

 

⚫ Automation Suite の FQDN を指定し、続行します。 

 

⚫ Kerberos 認証を使用するか選択します。本文書では使用しないため「2」を選択し、続行します。 
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⚫ DB サーバーの FQDN (AWS / Azure では DB サービスのエンドポイント)、ポート番号、接続ユーザーと

パスワードを入力し、続行します。 

 

⚫ 各種 DB を自動作成するかを選択します。本文書では自動作成するため「1」を選択し、続行します。 

 

⚫ これまでのインストールオプションを変更するには「2」を選択します。また詳細なインストール設定

を行うためにクラスター構成の設定ファイル(/opt/UiPathAutomationSuite/cluster_config.json)をカスタマ

イズすることもできます。詳細は Web ガイドをご参照ください。 

⚫ ここでは設定変更は行わないため「1」を選択し、続行します。 

 

⚫ インストールオプションに応じて注意点が表示されます。「1」を選択してインストールを開始しま

す。 

 

https://docs.uipath.com/automation-suite/lang-ja/docs/advanced-installation-experience
https://docs.uipath.com/automation-suite/lang-ja/docs/advanced-installation-experience
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⚫ インストール完了には数十分から 1 時間程度かかります。途中でエラーが発生する場合には 5.1 イン

ストールログ の手順にてエラー内容を確認します。 

⚫ インストール完了時には次のメッセージが表示されます。内容を確認して Enter を押下します。 

 

⚫ 続いて Automation Suite の各管理画面へのアクセス方法やサーバー証明書入れ替えに関する注意点が表

示されます。 

 

⚫ これらの実行手順は下記の各セクションにおいて説明をしております。[Enter]を押下してインストー

ラーを終了します。 

➢ 3.3. 証明書の入れ替え 

➢ 4.2. ホスト組織 へのアクセス方法 

➢ 4.3. デフォルト組織へのアクセス方法 

➢ 5.2. ArgoCD へのアクセス方法 

➢ 5.3. Rancher へのアクセス方法 
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⚫ Automation Suite インストール時には自動的に自己署名証明書が作成されますが、有効期限が 90 日と

なっています。サーバー証明書と ID トークン署名証明書を入れ替えるために次の手順を実行します。 

⚫ SSH クライアントで AP サーバーに接続します。2.4. AP サーバー用証明書発行 の手順で発行した証明

書の配置ディレクトリを変数で指定します。 

CERT_DIR="/opt/UiPathAutomationSuite/cert" 
 

⚫ Automation Suite インストーラーが解凍されているディレクトリに移動します。ディレクトリ名はバー

ジョンに応じて変更されることに注意してください。下記コマンドは v2021.10.3 の場合です。 

cd /opt/UiPathAutomationSuite/online_installer_2021.10.3 
 

⚫ サーバー証明書入れ替えのスクリプトを実行します。 

sudo ./configureUiPathAS.sh tls-cert update --ca-cert-file ${CERT_DIR}/root.crt --tls-
cert-file ${CERT_DIR}/server.crt --tls-key-file ${CERT_DIR}/server.key 

 

⚫ yes とタイプし Enter キーを押下して続行します。処理完了まで最大 30 分程度かかります。 

 

⚫ “Certificate update successfully...” と表示されればサーバー証明書の入れ替えは完了です。 

➢ 作業端末で新たに起動したブラウザーで https://<AutomationSuite-FQDN> (例: https://as.lab.test) に

アクセスし、新しい証明書に入れ替わっていることを確認します。 

 

 

➢ 新しい証明書のルート証明書は個別にクライアント端末 (ブラウザー/Studio/Robot など) にインス

トールするか、グループポリシーにて一括配布を行います。 
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⚫ 次に ID トークン署名証明書の入れ替えを行います。AP サーバーで次のコマンドを実行し、トークン

署名証明書をアップロードします。 

➢ 証明書ファイル名(AutomationSuiteCert.pfx)は適宜変更します。 

➢ <Export_Password> には *.pfx ファイルをエクスポートする際のパスワードを指定します。 

➢ 続行するにはコマンド実行後、 yes とタイプし Enter キーを押下します。 

sudo ./configureUiPathAS.sh identity token-cert update --cert-file-path 
${CERT_DIR}/AutomationSuiteCert.pfx  --password <Export_Password> 

 

 

⚫ 次のコマンドにより古い証明書を置き換えます。 

sudo ./configureUiPathAS.sh identity token-cert rotate 
 

 

⚫ “Token signing certificate is rotated successfully” と表示されれば ID トークン署名証明書の入れ替えは完了

です。 

⚫ ブラウザーからのログインを確認します。エラーが発生する場合にはクッキーなどのキャッシュをク

リアして再試行します。 
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4. Automation Suite へのログイン 

 

⚫ Automation Suite には論理的なセキュリティ分離の単位として「組織(Organization)」と「テナント

(Tenant)」があり、その関係を図示したものが下図となります。詳細は Web ガイド をご参照くださ

い。 

 

 

⚫ 「ホスト(Host)組織」は各組織を管理するためにシステム管理者がアクセスする特別な組織です。 

⚫ ライセンス管理は次のいずれかの方法で行うことができるため管理方針を検討します。 

➢ アクティベーションをホスト組織で行い、各組織にそれぞれ必要ライセンス数を割り当てること

により一元管理をする。 

➢ 各組織でそれぞれアクティベーションを行い、個別に管理する。その場合は個別のライセンスコ

ードが必要となる。 

  

https://docs.uipath.com/automation-suite/lang-ja/docs/about-the-automation-suite-experience#hierarchies-and-inheritance
https://docs.uipath.com/automation-suite/lang-ja/docs/about-the-automation-suite-experience#hierarchies-and-inheritance
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⚫ ホスト組織にログインするには次の手順を実行します。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

SSH クライアントを使用して AP サーバーにア

クセスし、root 権限を使用します。 

sudo su - 
 

次のコマンドで表示される文字列をコピーしま

す。 

 
export 
KUBECONFIG=/etc/rancher/rke2/rke2.yaml 
PATH=$PATH:/var/lib/rancher/rke2/bin ; 
kubectl get secrets/platform-service-
secrets -n uipath -o 
"jsonpath={.data['identity\.hostAdminPa
ssword']}" | base64 --decode 

 

 

 
 
 

作業端末でブラウザーを開き、 

https://<AutomationSuite-FQDN> (例:  

https://as.lab.test) にアクセスし、Automation 

Suite ログイン画面が表示されることを確認し

ます。 

 

Change(変更)のリンクをクリックし、 

 
⚫ Organization name: host 
⚫ Username or email: admin 

⚫ Password: <上記で取得したパスワード> 

 

を入力して Log in をクリックします。 

 

 

 
 
 

ログイン後、必要に応じて組織作成やホストラ

イセンスのアクティベーションなどの設定を行

います。 

 

新規組織作成後は、ログイン画面にて

Change(変更)のリンクをクリックし、

Organization name として新しい組織名を指定

し、新たに作成した管理者でログインすること

もできます。 

 

  

https://docs.uipath.com/automation-suite/lang-ja/docs/creating-organizations
https://docs.uipath.com/automation-suite/lang-ja/docs/managing-your-host-license
https://docs.uipath.com/automation-suite/lang-ja/docs/managing-your-host-license
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⚫ Automation Suite インストール後、既定で「デフォルト(Default)」という名前の組織が自動作成されま

す。デフォルト組織にログインするには次の手順を実行します。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

SSH クライアントを使用して AP サーバーにア

クセスし、root 権限を使用します。 

sudo su - 
 

次のコマンドで表示される文字列をコピーしま

す。 

 
export 
KUBECONFIG=/etc/rancher/rke2/rke2.yaml 
PATH=$PATH:/var/lib/rancher/rke2/bin ; 
kubectl get secrets/platform-service-
secrets -n uipath -o 
"jsonpath={.data['identity\.hostAdminPa
ssword']}" | base64 --decode 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

作業端末でブラウザーを開き、 

https://<AutomationSuite-FQDN> (例:  

https://as.lab.test) にアクセスし、Automation 

Suite ログイン画面が表示されることを確認し

ます。 

 

Change のリンクをクリックし、 

 
Organization name: default 
Username or email: orgadmin 

Password: <上記手順で取得したパスワード> 

 

を入力して Log in をクリックします。 
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ログイン後、パスワード変更を行います。 

次に組織管理の設定を行います。 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

テナント設定にて、各テナントにて使用可能な

UiPath 製品を有効化/無効化することができま

す。 

 

 
 

 
 
 
 
 

左側のメニューにて各製品に管理画面にアクセ

スすることができます。 

 

 

  

https://docs.uipath.com/automation-suite/lang-ja/docs/managing-your-organization-license
https://docs.uipath.com/automation-suite/lang-ja/docs/managing-tenants-and-services
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5. トラブルシューティング 

⚫ Automation Suite のインストール時または運用時のトラブルシューティング手法について説明します。 

 

5.1.1. インストールログ確認方法 

⚫ Automation Suite のインストールが途中でエラーとなる場合には、インストールログを確認します。 

 
 

⚫ インストールログは /opt/UiPathAutomationSuite/install-YYYY-MM-DDThh_mm_ss.log というファイル名

で生成されるため、エラー発生時には less コマンド, tail コマンドなどで末尾に記録されるエラー内容

を確認します。 

 
 

5.1.2. エラー例と対処法 

例 1: “No IP Address for <AutomationSuite-FQDN>” 

==================================================================================================== 
[ERROR][2022-01-26T13:41:19+0000]: Validation Failed 
[ERROR][2022-01-26T13:41:19+0000]: >>> No IP Address found for as.lab.test 
[ERROR][2022-01-26T13:41:19+0000]: >>> No IP Address found for objectstore.as.lab.test 
[ERROR][2022-01-26T13:41:19+0000]: >>> No IP Address found for insights.as.lab.test 
[ERROR][2022-01-26T13:41:19+0000]: >>> No IP Address found for monitoring.as.lab.test 
[ERROR][2022-01-26T13:41:19+0000]: >>> No IP Address found for alm.as.lab.test 
[ERROR][2022-01-26T13:41:19+0000]: >>> No IP Address found for registry.as.lab.test 
==================================================================================================== 

 

⚫ DNS サーバーにて A または CNAME レコードが正しく設定されていないために発生するエラーです。

環境に応じて正しく DNS レコードを設定します。 

➢ 2.1.3. DNS レコード登録 (AWS) 

➢ 2.2.3. DNS レコード登録 (Azure) 

➢ 2.3.3. DNS レコード登録 (VMware vSphere) 

⚫ もしくはインストール時に Automation Suite の FQDN が正しく指定されたか再確認します。 
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例 2: Minimum CPU core requirement is 32 

==================================================================================================== 
[ERROR][2022-02-16T14:40:19+0000]: Validation Failed 
[ERROR][2022-02-16T14:40:19+0000]: >>> Minimum CPU core requirement is 32 
[ERROR][2022-02-16T14:40:19+0000]: >>> Minimum memory requirement is 57 GiB 
==================================================================================================== 

 

⚫ ハードウェア要件を満たす vCPU およびメモリを AP サーバーのマシンに割り当てます。 

 

例 3: “Please disable nm-cloud-setup.service” 

==================================================================================================== 
[ERROR][2022-01-26T02:32:41+0000]: Validation Failed 
[ERROR][2022-01-26T02:32:41+0000]: >>> Please disable nm-cloud-setup.service by running 'sudo systemctl disable nm-cloud-setup.service' 
[ERROR][2022-01-26T02:32:41+0000]: >>> Please disable nm-cloud-setup.timer by running 'sudo systemctl disable nm-cloud-setup.timer' 
==================================================================================================== 

 

⚫ 次のコマンドを実行し、nm-cloud-setup サービスを無効化します。 

sudo systemctl disable nm-cloud-setup.service ; 
sudo systemctl disable nm-cloud-setup.timer ; 
sudo reboot 

 

例 4: “/var/lib/rancher must be mounted with a separate partition or disk” 

==================================================================================================== 
[ERROR][2022-02-14T15:07:51+0000]: Validation Failed 
[ERROR][2022-02-14T15:07:51+0000]: >>> /var/lib/rancher must be mounted with a separate partition or disk 
[ERROR][2022-02-14T15:07:51+0000]: >>> /var/lib/kubelet must be mounted with a separate partition or disk 
[ERROR][2022-02-14T15:07:51+0000]: >>> No entry found for /var/lib/rancher in /etc/fstab. 
[ERROR][2022-02-14T15:07:51+0000]: >>> No entry found for /var/lib/kubelet in /etc/fstab. 
[ERROR][2022-02-14T15:07:51+0000]: >>> "/var/lib/rancher/rke2/server/db" is not mounted. 
[ERROR][2022-02-14T15:07:51+0000]: >>> Data disk is not attached to path: /datadisk 
==================================================================================================== 

 

⚫ システム要件を満たすように別々のディスクデバイスをアタッチし、configureUiPathDisks.sh によって

正しくパーティションニングされているかを確認します。 

➢ 2.1.1. AP サーバー準備 (AWS) 

➢ 2.2.1. AP サーバー準備 (Azure) 

➢ 2.3.1. AP サーバー準備 (VMware vSphere) 

➢ 3.1. ディスクの構成 

 

例 5: FullTextSearch is not enabled 

###################################### documentunderstanding ########################################### 
TestName                                          Status    Message 
------------------------------------------------------------------------------------------- 
Document Understanding Connection                 Passed 
Document Understanding FullTextSearch             Failed    FullTextSearch is not enabled 

 

⚫ Document Understanding を使用する場合には、SQL Server にてフルテキスト検索機能を有効化する必要

があります。手順は 2.3.2. DB サーバー準備 (VMware vSphere) をご参照ください。 

 

https://docs.uipath.com/automation-suite/lang-ja/docs/automation-suite-hardware-requirements
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例 6: Login failed for user '<db-username>' 

###################################### AutomationSuite ########################################### 
TestName                                          Status    Message 
------------------------------------------------------------------------------------------- 
testmanager Database Creation                     Failed    Exception calling "Open" with "0" argument(s): "Login failed for user '<db-username>'." 
platform Database Creation                        Failed    Exception calling "Open" with "0" argument(s): "Login failed for user '<db-username>'." 
orchestrator Database Creation                    Failed    Exception calling "Open" with "0" argument(s): "Login failed for user '<db-username>'." 
insights Database Creation                        Failed    Exception calling "Open" with "0" argument(s): "Login failed for user '<db-username>'." 
automationops Database Creation                   Failed    Exception calling "Open" with "0" argument(s): "Login failed for user '<db-username>'." 
automationhub Database Creation                   Failed    Exception calling "Open" with "0" argument(s): "Login failed for user '<db-username>'." 

 

⚫ SQL Server への接続ユーザーおよびパスワードが正しいか確認します。 

⚫ また接続ユーザーが dbcreator 以上の権限を保持していることを確認します。 
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⚫ Automation Suite の製品群は Kubernetes クラスターの Pod として提供されます。現在の Pod のデプロ

イメント状況は ArgoCD と呼ばれる ALM (Application Lifecycle Management) ツールを使用して視覚的に

確認することができます。 

5.2.1. ArgoCD へのログイン 

⚫ Automation Suite インストール後サービスに正常にアクセスできない場合には次の手順で ArgoCD にア

クセスします。なおインストーラーで “[Completed] Installing and configuring Application Lifecycle 

Management Tools” というメッセージが表示された後であればインストール途中でも ArgoCD にアクセ

スすることができます。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

SSH クライアントを使用して別セッションで

AP サーバーにアクセスし、root 権限を使用し

ます。 

 
sudo su - 

 

次のコマンドで表示される文字列をコピーしま

す。 

 
export 
KUBECONFIG=/etc/rancher/rke2/rke2.yaml 
PATH=$PATH:/var/lib/rancher/rke2/bin ; 
kubectl -n argocd get secret argocd-
admin-password -o 
jsonpath='{.data.password}' | base64 -
-decode 

 

※ 出力される文字列は末尾で改行されないこ

とに注意してください。 

 

 
 

 
 
 
 

作業端末でブラウザーを開き、 

https://alm.<AutomationSuite-FQDN> (例:  

https://alm.as.lab.test) にアクセスします。 

 

3.3. 証明書の入れ替えを実施するまでは警告が

表示されるため無視して進みます。 

⚫ Username: admin 

⚫ Password: <上記で取得したパスワード> 

 

を入力し、SIGN IN をクリックします。 
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ログインに成功すると Pod の状態が表示され

ます。 

インストール中はいくつか OutOfSync が表示さ

れますが、最終的にすべて Sync 状態になりま

すとインストール成功になります。 

 

 
 
 

インストールが失敗した場合や運用後にサービ

スアクセスができない場合には Sync Failed にな

っている Pod を確認します。 

 

 
 
 
 

Pod の Details から LOG を参照することによ

り、エラーの原因を確認することができます。 
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5.2.2. ArgoCD エラー例と対処法 

⚫ インストール時に発生するエラー例と対処法について説明します。 

⚫ 詳細については インストール時のサービストラブルシューティング方法 をご参照ください。 

 

例 1: A network-related or instance-specific error occurred while establishing a connection to SQL Server 

###################################### AutomationSuite ########################################### 
TestName                                          Status    Message 
------------------------------------------------------------------------------------------- 
testmanager Database Creation                     Failed    Exception calling "Open" with "0" argument(s): "A network-related or instance-specific error 
occurred while establishing a connection to SQL Server. The server was not found or was not accessible. Verify that the instance name is correct and 
that SQL Server is configured to allow remote connections. (provider: TCP Provider, error: 40 - Could not open a connection to SQL Server)" 
taskmining Database Creation                      Failed    Exception calling "Open" with "0" argument(s): "A network-related or instance-specific error 
occurred while establishing a connection to SQL Server. The server was not found or was not accessible. Verify that the instance name is correct and 
that SQL Server is configured to allow remote connections. (provider: TCP Provider, error: 40 - Could not open a connection to SQL Server)" 
platform Database Creation                        Failed    Exception calling "Open" with "0" argument(s): "A network-related or instance-specific error occurred 
while establishing a connection to SQL Server. The server was not found or was not accessible. Verify that the instance name is correct and that SQL 
Server is configured to allow remote connections. (provider: TCP Provider, error: 40 - Could not open a connection to SQL Server)" 
orchestrator Database Creation                    Failed    Exception calling "Open" with "0" argument(s): "A network-related or instance-specific error 
occurred while establishing a connection to SQL Server. The server was not found or was not accessible. Verify that the instance name is correct and 
that SQL Server is configured to allow remote connections. (provider: TCP Provider, error: 40 - Could not open a connection to SQL Server)" 
insights Database Creation                        Failed    Exception calling "Open" with "0" argument(s): "A network-related or instance-specific error occurred 
while establishing a connection to SQL Server. The server was not found or was not accessible. Verify that the instance name is correct and that SQL 
Server is configured to allow remote connections. (provider: TCP Provider, error: 40 - Could not open a connection to SQL Server)" 
documentunderstanding Database Creation           Failed    Exception calling "Open" with "0" argument(s): "A network-related or instance-specific error 
occurred while establishing a connection to SQL Server. The server was not found or was not accessible. Verify that the instance name is correct and 
that SQL Server is configured to allow remote connections. (provider: TCP Provider, error: 40 - Could not open a connection to SQL Server)" 
automationops Database Creation                   Failed    Exception calling "Open" with "0" argument(s): "A network-related or instance-specific error 
occurred while establishing a connection to SQL Server. The server was not found or was not accessible. Verify that the instance name is correct and 
that SQL Server is configured to allow remote connections. (provider: TCP Provider, error: 40 - Could not open a connection to SQL Server)" 
automationhub Database Creation                   Failed    Exception calling "Open" with "0" argument(s): "A network-related or instance-specific error 
occurred while establishing a connection to SQL Server. The server was not found or was not accessible. Verify that the instance name is correct and 
that SQL Server is configured to allow remote connections. (provider: TCP Provider, error: 40 - Could not open a connection to SQL Server)" 
aicenter Database Creation                        Failed    Exception calling "Open" with "0" argument(s): "A network-related or instance-specific error occurred 
while establishing a connection to SQL Server. The server was not found or was not accessible. Verify that the instance name is correct and that SQL 
Server is configured to allow remote connections. (provider: TCP Provider, error: 40 - Could not open a connection to SQL Server)" 

 

⚫ AP サーバーから SQL Server へのネットワーク接続が可能か確認します。  

⚫ インストール時に指定した SQL Server の FQDN が正しいか、名前解決できるか確認します。 

  

https://docs.uipath.com/automation-suite/lang-ja/docs/troubleshooting#how-to-troubleshoot-services-during-installation
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5.3.1. Rancher へのログイン 

⚫ Automation Suite インストール後、システムの正常性を監視するには次の手順で Rancher にアクセスし

ます。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

SSH クライアントを使用して別セッションで

AP サーバーにアクセスし、root 権限を使用し

ます。 

sudo su - 
 

次のコマンドで表示される文字列をコピーしま

す。 

 
export 
KUBECONFIG=/etc/rancher/rke2/rke2.yaml 
PATH=$PATH:/var/lib/rancher/rke2/bin ; 
kubectl get secret -n cattle-system 
rancher-admin-password -o 
jsonpath="{.data.password}" | base64 -d 

 

※ 出力される文字列は末尾で改行されないこ

とに注意してください。 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

作業端末でブラウザーを開き、 

https://monitoring.<AutomationSuite-FQDN> (例:  

https://monitoring.as.lab.test) にアクセスしま

す。 

 

3.3. 証明書の入れ替えを実施するまでは警告が

表示されるため無視して進みます。 

 

⚫ (初回は非表示) Username: admin 

⚫ Password: <上記で取得したパスワード> 

 

を入力し、Login with Local User をクリックしま

す。 
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ログインに成功すると Welcome to Rancher! と

表示されます。 

 
“I agree to the terms and conditions for using 

Rancher” のチェックボックスをオンにして 

Continue をクリックします。 

 

次に左上の三本線のメニューから EXPLORE 

CLUSTER→ local をクリックします。 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

詳細な使用方法は 監視スタックの使用 をご参

照ください。 

 

  

https://docs.uipath.com/automation-suite/lang-ja/docs/using-the-monitoring-stack
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⚫ その他 Automation Suite インストール・運用においてトラブルが生じた場合には、弊社カスタマーサポ

ートにお問い合わせいただくために次の手順にて環境情報・デバッグログ等が含まれるサポートバン

ドルを生成してください。 

⚫ SSH クライアントを使用して AP サーバーにログインし、次のコマンドを実行してサポートバンドルツ

ールをダウンロードし、解凍します。最新バージョンのコマンドと詳細は サポートバンドルツールを

使用する をご確認ください。 

curl "https://download.uipath.com/automation-suite/supportability-tools-2021.10.1.zip" -o 
supportability-tools-2021.10.1.zip ; 
unzip supportability-tools-2021.10.1.zip -d support-tools 

 

⚫ ツール内で zip コマンドが実行されるため事前に zip をインストールします。 

sudo yum -y install zip 
 

⚫ 次のコマンドにてサポートバンドルを生成します。この作業には数分かかります。 

sudo bash support-tools/support-bundle/support-bundle.sh 
 

⚫ “[INFO] : Support bundle generated at /tmp/service-fabric-logs-YYYY-MM-dd-hh-mm-ss.zip” というメッセージ

が表示されましたら WinSCP などを使用して生成された zip ファイルを採取し、弊社カスタマーサポー

トまたは技術担当者に情報連携します。 

 

 

⚫ Automation Suite をアンインストールするには クラスターのアンインストール の手順を実行します。 

⚫ その他、最新のトラブルシューティング事例は トラブルシューティングガイド をご参照ください。 

 

  

https://docs.uipath.com/automation-suite/lang-ja/docs/using-support-bundle-tool
https://docs.uipath.com/automation-suite/lang-ja/docs/using-support-bundle-tool
https://docs.uipath.com/automation-suite/docs/troubleshooting#how-to-uninstall-the-cluster
https://docs.uipath.com/automation-suite/lang-ja/docs/troubleshooting
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6. 技術支援のご案内 

⚫ UiPath 社では Automation Suite および周辺のテクノロジーに関わる技術支援の有償コンサルティングサ

ービスを提供しております。技術支援を必要とされるお客様は弊社担当営業までご相談ください。下

記にご支援の例を示します。 

⚫ Automation Suite 設計・構築・運用 

➢ シングル構成または冗長構成での導入支援 

➢ オンプレミスまたはパブリッククラウド環境への導入支援 

➢ インストール後の運用ルール策定支援 

➢ 既存の個別製品(Orchestrator など)からの移行支援 

⚫ 各 UiPath 製品の活用支援 

➢ Automation Suite にバンドルされる各 UiPath 製品をご活用いただくための支援 

 Orchestrator, Test Manager, Automation Ops, Automation Hub, AI Center, Document Understanding, 

Action Center, Task Mining, Apps, Insights など 

 

以上 
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